関係各位殿　　　　　　　　　　　　　　　　　      2011. 4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新渡戸国際塾事務局
「新渡戸国際塾」御案内
　貴下ますますご隆盛の事とお喜び申し上げます。
　さて、谷口誠前岩手県立大学学長が、「新渡戸国際塾」塾長として人材育成に取り組み、皆様のご協力により昨年・一昨年と「新渡戸国際塾」を成功裡に終了することができ本年三年目を迎えます。塾長はご存知のとおり元国連大使、OECD日本人初代事務次長等歴任されており、「塾」は塾長自身が講師を務め、又、塾長の人脈を通して応援頂く講師陣はハイ・レベルな方々になっております。
　この塾は、新渡戸稲造を始めとして国際的に活躍し、又日本を担うすぐれた人材を多数輩出した人材立県・岩手で人材の育成を図る事を目的として設立しました。
　現在、世界は２１世紀初頭にあたり大変動期を迎えております。日本に於ける未曾有の東日本大震災と原発事故。それに因る日本経済の停滞、そして世界経済への影響。またTPPをはじめとする課題を抱え、グローバル経済の一段の不安定化の時を迎えると思います。又、チュニジアから始まった民主化運動も注目されます。即ち、現在ほど世界の仕組み、時代相、対処のあり方、又、今後のあるべき姿に対処しうる力ある人材が必要とされる時代はないのではないかと強く感ずる昨今です。
　この塾で学んだ方々は「シンク・グローバリィー　アクト・ローカリィー」の考え方に則り、世界的広範な視野と発想、そして地域の現実を捉えた一人一人で有りたいと願っております。この「新渡戸国際塾」は、先達新渡戸稲造が世界において活躍した姿を鑑とし、現今の世界の動きの本質を考え、新しき世界像・人間像を持ち、世界、日本、そして郷土のあるべき姿を考え、その得たるものを自身の成長に、また地域へ、社会へ、アジアへ、さらに広く世界へと還元し、より良き２１世紀を築く人材たる事を願う者の集まりとして参りたいと思って居ります。
　以上の趣旨に則りこの塾を立ち上げております。
　
　尚、塾として講師料、旅費等の必要経費もご考慮頂き、賛助金として年間、団体は一口１万円以上、個人として３千円以上、塾生は学生以外、一般社会人は５千円をお願い致したいと思っております。
本年度「新渡戸国際塾」の開講は
　①　日　　時　　平成２３年９月９日（金）13時　〜　１１日（日）１６時
　②　期　　間　　２泊３日を原則とする
　③　会　　場　　国立法人「岩手山青少年交流の家」（岩手郡滝沢村）
　④　塾講習料　　無料。　（但し、食事代、シーツ洗濯料、印刷費等実費払い）
　⑤　尚、塾生には隔月で各講師による“最新の「メール講義」”も配信しています。
以上よろしくお願いいたします。

新渡戸国際塾の概要
　現在私共はグローバル化時代に生きております。新渡戸国際塾はそれらの動きに対処の出来る、時代が求める人材の育成を願い設立しました。
　国連大使、OECD事務次長などを経て、岩手県立大学学長を務めた谷口誠前学長が塾長を務め、四年間お世話になった岩手より、国際感覚豊かな、世界に貢献できる人材の育成をはかりたい、その一助になればとの思いで、「新渡戸国際塾」を設立した次第です。本年はその３年目にあたります。
新渡戸国際塾の概要は以下の通りです。
○　本年度「新渡戸国際塾」テーマ
「不安定化する東アジアへの対応」（東日本大震災の復興）
—　新渡戸を生んだ岩手から　—

○　講師陣          　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　本年は、増田寛也野村総研顧問（元総務大臣、前岩手県知事）、谷野作太郎日中友好会館会長（元中国大使）、谷口誠塾長（岩手県立大学前学長、元OECD事務次長）、はじめ、唐沢敬東京国際大学特命教授（立命館大学名誉教授）、木下俊彦早稲田大学産業経営研究所特別研究員（大阪大学大学院非常勤講師）、千葉康弘河北師範大学客座教授、舩生豊岩手県立大学名誉教授（元副学長）、孫崎享元防衛大学教授（元ウズベキスタン大使、元イラン大使）、村田光平元スイス大使、凌星光日中科学技術文化センター理事長、ウヴェ・リヒタ　岩手県立大学教授の方々を予定しております。（五十音順）
○　会場　:　国立法人「岩手山青少年交流の家」
　　住所  :  〒 020-0173　岩手県岩手郡滝沢村滝沢字後292

    ℡   ：　019-688-4221

○　日時  :  平成２３年９月９日（金）13時〜９月１１日（日）16時まで２泊３日　
○　費用  :  費用は食事代、シーツ洗濯代、資料代、施設使用料、懇親会費含みで五千円、学生以外は実費に加え塾賛助金として五千円お願いします。
○　参加者は昨年参加者に加え希望者を募り、性別、年齢にこだわらず参加できるものとします。　定数80名前後。　（応募者多数時は選抜させて頂きます。）
○　講義時間割は検討中ですが、11コマから13コマ。（グループの発表も含む）
　　・グローバル化の時代、特に多様化する日米中関係をどう受け止め、どう切り開いて行くかをテーマに時代のリーダーの育成を図る。
　　・講師と塾生のセミナー形式により、又塾生どうしの世代を超えた交流を図る。
　　・講師の講義を受け、質疑時間を多くとり、「考える力」の要請を図る。
連絡事務所：
　住所：盛岡市西青山2丁目27−11
　　　　　　事務局長　　姉歯武司方　　新渡戸国際塾
　　　　電話：019-646-5424（FAX.兼用）　　E-mail  :  spe46c29@leaf.ocn.ne.jp
「新渡戸国際塾」受講申込希望の方へ
新渡戸国際塾事務局
　一昨年平成２１年度から「新渡戸国際塾」は発足いたしました。
　平成２３年度の「塾」は、平成２３年９月９日（金）午後１時より開始し、１１日（日）午後４時終了で、昨年同様国立法人「岩手山青少年交流の家」に於いて２泊３日で行います。
　塾講師は、増田寛也野村総研顧問（元総務大臣、前岩手県知事）、谷野作太郎日中友好会館会長（元中国大使）、谷口誠前岩手県立大学学長始め人材育成に最適任者が多数講師を務めます。
　参加費用は、食費、シーツ洗濯料、資料代、懇親会参加費用等で個人実費負担は2泊３日で５千円です。また講師の旅費その他諸経費等、継続性を考え実費に加えて賛助金として学生以外の方から５千円申し受けたいと思います。
　塾の参加希望者は「受講申込書」を提出して下さい。但し、「塾」として塾生の教育環境も鑑み、適正な人数を考え、参加希望者多数の場合は抽選とさせて頂きます。尚、その場合選抜された受講者には、後ほどご参加の連絡と日程表その他の資料を配布いたします。「青少年交流の家」への申込期限がありますので、８月３１日(水)必着で「受講申込書」全欄ご記入の上送付下さい。
「新渡戸国際塾」連絡所　：　〒020-0132 　 盛岡市西青山2丁目27の11　　事務局長　姉歯方　　新渡戸国際塾宛
　　℡　019(646)5424 （FAX.兼用）　　　E-mail : spe46c29@leaf.ocn.ne.jp
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　キ　リ　ト　リ　線　）
　　　　　　　　　「新渡戸国際塾」受講申込書　　　　　No.　　　　　　
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講師担当講座時間割表
	9月9日（金）

	講座Ⅰ　　14:00　〜　15:50

	　担当：増田　寛也　講師
　演題）東日本大震災とこれからの日本

	講座Ⅲ　　16:30　〜　18:20
	講座Ⅳ　　16:30　〜　18:20

	　担当：孫崎　享　講師
　演題）東アジアのパラダイム変化
　　　　
	　担当：唐沢　敬　講師
　演題）東日本大震災と福島原発事故が問う世界

−世界経済と国際社会はこの悲劇をどう受け止めたか−

	

	9月10日（土）

	講座Ⅱ　　8:30　〜　10:20

	　担当：谷野　作太郎　講師
　演題）世界・日本・岩手
　　　　—　グローバリゼーションにどう対応するか　―

	講座Ⅴ　　10:30　〜　12:20
	講座Ⅵ　　10:30　〜　12:20

	　担当：木下　俊彦　講師
　演題）岩手県の復興と情報通信利用の深化
	　担当：凌　星光　講師
　演題）東北復興を東アジアの国際協力で

	昼　食　・　休　憩

	講座Ⅶ　　13:30　〜　15:20
	講座Ⅷ　　13:30　〜　15:20

	　担当：村田　光平　講師
　演題）福島原発事故と世界の将来
　　　 ― アジア文明の開花へ ―

	　担当：ウヴェ　リヒタ　講師
　演題）石橋湛山の“小日本”と孟子
        の“王道と覇道”の論　　
     — 東アジアに於ける21世紀の
        平和のための二つの構造 —

	講座Ⅸ　　15:30　〜　17:20
	講座Ⅹ　　15:30　〜　17:20

	　担当：船生　豊　講師
　演題）学び、働きそしてイノベーシ

　　　　ョンへ
　　　　― 私的経験からの発想 —
	　担当： 千葉　康弘　講師
　演題）検証：東日本大震災の震災各県の復興計画

 −国連防災レスキュー訓練センター（仮称）誘致の可能性を探る-


	9月11日（日）

	基調講演》　12:15〜13:00　　谷口塾長 「東日本大震災の復興と東アジア地域協力」

	パネル デスカッション》　13:00〜15:00　　全講師と塾生


